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Gonpass の Flash for Windows 向け設定の仕方 

 

１．ガーバーデータ出力先フォルダを作成します。 

 PasS と同じ場所に出力することもできますが、変換したガーバーデータの出力先を決めておくと便

利です。以後、C:¥GerberData に出力されるものとして説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．PasS を起動し、Gonpass のオプション設定ファイル選択画面を出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガーバー変換 設定ファイル選択で、EASYCAD を標準設定にしておくと便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※Design Pro の設定は、そのまま EASYCAD でも使用することができます。 
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３．EASYCAD 用のファイルを選択し、設定変更を実行し、オプション設定を確認します。（その１） 

  直接オプションファイルをテキストエディタで編集することも可能です。 

 

（１）ガーバーデータ出力先 

   変換したガーバーデータの出力先を設定します。初期設定では出力先として、 

   c:¥GerberData になっています。 

 

（２）線幅･ランド径 

   「固定」か「自動」のどちらかを選択します。固定の場合の具体的な設定は（４）で行います。 

   初期設定は自動となっています。 

 

（３）補助ランド 

   「なし」か「あり」のどちらかを選択します。  初期設定地は「あり」となっています。 

 

（４）通常ピッチ時の各種設定 

   「ドリル径」 

   標準のドリル径を設定します。 

「固定時の設定」 

線幅・ランド径を固定を選択した場合の値を設定します。 

   「近接物まで xxmm の設定」 

 それぞれの場合で線幅・ランド径・補助ランド幅・補助ランド長を設定します。 

 補助ランド幅を０mm に設定すると、補助ランドは付きません。 

 

 

 

 

 

 

（５）１／２ピッチ時の各種設定 

   （４）と同じです。 

 

（６）出力するファイル名 

   各ガーバー･ドリル変換データのファイル名を設定します。 

 

（７）原点の座標 

   原点の移動量を入力します。EASY CAD の場合０で構いません。 

 

（８）ドリルファイル先頭文字指定 

   文字：'%' 改行コード：有 または、 文字：無 改行コード：無 を選択してください。 

 

（９）リストファイル出力指定 

   必要に応じてファイル名を設定してください。ファイル名がない場合は出力されません。

補助ランド 

ドリル 

ランド 
近接物までの距離 
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４．Flash for Windows – CONVERTER を起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．変換条件を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  フォトデータと穴データ変換条件を設定します。 
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６．Flash for Windows – CONVERTER の条件を確認します。 
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７．オプション設定を確認します。（その２） 

（１）線のコード（Ｄコード）を設定します。 

   ６．でのアートワーク条件を確認しながら 

   「区分Ｌ」のＤコードを設定していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ランドのコード（Ｄコード）を設定します。 

   「区分Ｆ」のＤコードを設定していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）ホールのコード（Ｔコード）を設定します。 

   ６．での穴条件を確認しながら 

   Ｔコードを設定していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
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８．変更したオプションを設定保存。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「EASYCAD」を標準設定にした場合、「標準設定」の内容を変更しても、 

その元となった「EASYCAD」の内容には反映されません。 

 

  ※Design Pro の設定は、そのまま EASYCAD でも使用することができます。 

 


